
主　な　経　過 市　民　参　加　の　取　組

○ 学識経験者等で構成する『総合計画策定検討委員会』とあわせて市民代表で構成
　 する『総合計画市民会議』を設置し議論を重ねるとともに、タウンミーティング
　 や市民説明会を開催し、市民への説明や意見交換等を行いました。

○ また、ホームページや市政だよりを活用して検討経過等についての情報提供を
　 行うとともに、アンケート等を実施し、市民からの意見の集約を行いました。

○ 経過及びその過程における市民参加の取組については、次のとおりです。

基本構想及び第1期実行計画の策定過程

「新総合計画策定に向けた
基本方針」公表
                        （８月）

総合計画策定推進本部
（庁内策定体制）設置
                    （１０月）

総合計画策定検討委員会設
置
                    （１０月）

総合計画市民会議設置
　
　　　　　　　　　 （１１月）

タウンミーティング開催
（市内３回、都内１回開
催）　　　　　　（１１月）
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「総合計画策定作業中間報
告」公表
                       （４月）

「総合計画策定作業中間
報告」市民説明会開催
（２３回開催）
　　　　　（５～６月）

「新総合計画基本構想素
案」公表
市議会全員説明会開催
　　　　　　　（７月）

タウンミーティング開催
（各区ごと７回開催）
　　　　　　（９～１０月）

「構想素案の実現に向けた
政策体系と主な取組」公表
　　　　　　　　　（１１月）

「基本構想」議決・告示
　
　　　　　　　　  （１２月）

「新総合計画」策定
　
　　　　　　　　　  （３月）
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総合計画オン
ライン開設
（１１月）

総合計画
オンライン
を通じた

意見募集・
アンケート

市民意
見常時
受付

中間報告に
対する意見
募集箱設置
（区役所）

基本構想素
案に対する
意見募集箱

設置
（区役所）

「新総合計画素案」公表
　
　　　　　　　　　　 （２月）

市政だより（特別号）の
発行　　　　　（９月）

新総合計画における市民参加のしくみについて

平成21年3月16日
資料 ３



川崎市総合計画策定検討委員会 
 

（１） 設置要綱 

 
（目的及び設置） 

第１条 社会を取り巻く環境や構造が大きく変動する中で、これからの川崎の目指すべき方向や

そのための取組内容を明らかにする新たな総合計画を策定するため、川崎市総合計画策定委員

会（以下「検討委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 委員会の所掌事務は、次のとおりとする。 

（１）新たな総合計画の策定に係る意見具申及び助言に関すること。 

（２）その他必要な事項 

 （組織） 

第３条 委員会は、委員１０人以内をもって組織する。 

２ 委員は、学識経験者等のうちから、市長が委嘱する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から平成１７年３月３１日までとする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長それぞれ１人を置く。 

２ 委員長は、委員の互選により定め、副委員長は、委員のうちから委員長が指名する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 委員会は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数をもって開催することとする。 

 （関係者の出席） 

第７条 委員会は、審議のため必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その説明又は

意見を聴くことができる。 

２ 委員会は、審議のため必要があると認めるときは、総合計画市民会議から委員の出席を求め

ることができる。 

 （部会） 

第８条 委員会は、専門的な領域を検討するため別に部会を置くことができる。 

 （庶務） 

第９条 委員会の庶務は、総合企画局において処理する。 
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 （設置期間） 

第１０条 委員会は、新たな総合計画の策定終了時までとする。 

 （委任） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、委員長が委員会

に諮って定める。 

 
附 則 

この要綱は、平成１５年９月１０日から施行する。 
 
 
 
（２） 委員名簿 

（敬称略・五十音順） 

氏  名 分 野 役  職  等 

内
う

 海
つみ

 房
ふさ

 子
こ

 経 営 ＮＥＣソフト㈱執行役員 

大
おお

 西
にし

 隆
たかし

 都市計画 東京大学教授 

加
か

 藤
とう

 三
さぶ

 郎
ろう

 環 境 ＮＰＯ法人 環境文明２１代表理事 

加
か

 藤
とう

 仁
ひと

 美
み

 まちづくり 東海大学助教授 

柴
しば

 田
た

 賴
より

 子
こ

 教 育 鴎友学園常務理事 

島
しま

 田
だ

 雅
まさ

 彦
ひこ

 文化・芸術 作家、法政大学教授 

辻
つじ

 琢
たく

 也
や

 地方自治 政策研究大学院大学教授 

三
み

 浦
うら

 文
ふみ

 夫
お

 福 祉 武蔵野大学名誉教授 

村
むら

 田
た

 慶之輔
けいのすけ

 文化・芸術 美術評論家、川崎市岡本太郎美術館館長 

栁
やな

 川
がわ

 三
さん

 五
ご

 経済・経営 川崎信用金庫相談役 

   ＊役職等については、就任時とします。 

 



（３） 検討経過 

 

  第１回 平成１５年１０月３１日  

議題 （１） 新たな総合計画の基本方針について 

（２） 新たな総合計画策定の進め方について 

            （３）  川崎市の現状と課題について 

 

  第２回 平成１５年１２月５日 

   議題 （１） タウンミーティング開催結果について 

（２） 新たな総合計画の基本的考え方について 

（３）  今後のスケジュールについて 

 

第３回 平成１６年１月２８日 

   議題 （１） 川崎市の将来人口推計等について 

（２）  産業・経済のあり方について 

 

第４回 平成１６年１月３０日 

   議題 （１） 市民サービスと今後の地域社会のあり方について 

 

第５回 平成１６年３月２４日 

   議題 （１） 都市構造と総合交通体系について 

 

第６回 平成１６年３月２９日 

   議題 （１） これまでの議論のまとめについて 

 

第７回 平成１６年４月１１日（策定検討委員会・市民会議合同会議） 

   議題 （１） 策定検討委員会及び市民会議のこれまでの活動内容の報告について 

      （２） 総合計画策定作業中間報告に向けて 

 

第８回 平成１６年４月２７日 

   議題 （１） 総合計画策定作業中間報告について 

      （２） 今後の委員会運営について 

 

第９回 平成１６年５月２６日 

   議題 （１） 環境を守り自然と調和したまちづくりについて 

（２）  安全で快適に暮らすまちづくりについて 



 

第 10 回 平成１６年６月１５日 

   議題 （１） 活力にあふれ躍動するまちづくりについて 

（２）  地域の魅力が輝く自治と風格のまちづくりについて 

 

第 11 回 平成１６年６月２９日 

   議題 （１） 幸せな暮らしを共に支えるまちづくりについて 

（２）  人を育て心を育むまちづくりについて 

 

第 12 回 平成１６年７月６日 

   議題 （１） 地域の魅力が輝く自治と風格のまちづくりについて 

（２）  基本構想素案に向けて 

 

第 13 回 平成１６年７月１４日（策定検討委員会・市民会議合同会議） 

   議題 （１） 策定検討委員会及び市民会議のこれまでの活動内容の報告について 

（２）  基本構想素案の策定に向けて 

 

第 14 回 平成１６年 11 月 18 日 

   議題 （１） タウンミーティングの開催結果と素案に対する市民意見等について 

（２）  基本構想素案の実現に向けた政策体系と主な取組について 

 

 



川崎市総合計画市民会議 

 

（１） 設置要綱 

 

（目的及び設置） 

第１条 これからの川崎の目指すべき方向やそのための取組内容を明らかにする新たな計

画を策定するため、川崎市総合計画市民会議（以下「会議」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 会議は、次の各号に掲げる事項について審議するものとする。 

（１）新たな総合計画の策定に係る意見具申及び助言に関すること。 

（２）その他必要な事項 

（組織） 

第３条 会議は、市民のうちから２０人以内をもって組織し、市長が委嘱する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱した日から平成１７年３月３１日までとする。 

（会議） 

第５条 会議は、必要に応じて、委員の過半数の出席をもって開催する。 

（関係者の出席） 

第６条 会議は、審議のため必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その説明

又は意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第７条 会議の庶務は、総合企画局において処理する。 

（設置期間） 

第８条 会議は、新たな総合計画の策定終了時までとする。 

（委任） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に必要な事項は、会議に諮って定める。 

（その他） 

第 10 条 会議は、新総合計画策定委員会からの求めに応じ、会議委員を総合計画策定検

討委員会へ出席させることができる。 

 

附 則 

この要綱は、平成１５年９月１０日から施行する。 
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（２） 検討経過 

 

  第１回 平成１５年１１月１日  

議題 （１） 新たな総合計画の基本方針について 

（２） 新たな総合計画策定の進め方について 

            （３）  川崎市の現状と課題について 

 

  第２回 平成１５年１１月２９日 

   議題 （１） 運営方針及び議事内容について 

（２）  総合計画策定検討委員会への出席方法について 

（３）  座長の選出について 

      （４） 市民会議電子会議室について 

 

第３回 平成１５年１２月１３日 

   議題 （１） ３月までに到達する目標の設定について 

（２） 川崎の将来像に関するイメージ共有について 

（３） 電子会議室について 

 

第４回 平成１６年１月１７日 

   議題 （１） 自立・福祉について 

 

第５回 平成１６年１月３１日 

   議題 （１） まちづくりについて 

 

第６回 平成１６年２月２８日 

   議題 （１） 自治について 

 

第７回 平成１６年３月１３日 

   議題 （１） 全体まとめについて 

           

  第８回 平成１６年４月１１日（策定検討委員会・市民会議合同会議） 

   議題 （１） 策定検討委員会及び市民会議のこれまでの活動内容の 

報告について 

      （２） 総合計画策定作業中間報告に向けて 

 

  第９回 平成１６年４月２４日 

   議題 （１） 総合計画策定作業中間報告について 

      （２） 市民会議の進め方について 

 

  第 10 回 平成１６年５月１５日 

   議題 （１） 総合計画の目標について 

      （２） 総合計画のサブタイトルについて 

 

 



  第 11 回 平成１６年６月１日 

   議題 （１） 安全で快適に暮らすまちづくりについて 

      （２） 幸せな暮らしを共に支えるまちづくりについて 

      （３） 人を育て心を育むまちづくりについて 

      （４） 自治について 

 

  第 12 回 平成１６年６月１９日 

   議題 （１） 環境を守り自然と調和したまちづくりについて 

      （２） 活力にあふれ躍動するまちづくりについて 

      （３） 地域の魅力が輝く自治と風格のまちづくりについて 

 

  第 13 回 平成１６年７月３日 

   議題 （１） 第 10～12 回市民会議のふりかえりについて 

      （２） 総合計画基本構想の策定にあたって考慮すべき視点について 

      （３） かわさきらしさについて 

 

  第 14 回 平成１６年７月１４日（策定検討委員会・市民会議合同会議） 

   議題 （１） 策定検討委員会及び市民会議のこれまでの活動内容の報告に

ついて 

（２） 基本構想素案の策定に向けて 

 

  第 15 回 平成１６年９月２２日 

   議題 （１） 基本構想素案について 

（２） 自治基本条例素案について 

      （３） 区行政改革について 

      （４） 本市の財政状況について 

      （５） 今後の進め方について 

 

  第 16 回 平成１６年１０月２８日 

   議題 （１） 自転車との共生の取組について 

（２） 緑の保全、創出、育成について 

      （３） コミュニティビジネスの振興について 

 

  第 17 回 平成１６年１１月６日 

   議題 （１） 地域福祉を支える担い手づくりについて 

（２） 総合的子育て支援について 

      （３） 学校の教育力向上などの教育改革について 

 

  第 1８回 平成１６年１１月１２日 

   議題 （１） 各区の個性を活かした魅力あるまちづくりについて 

（２） 地域を支える市民活動の推進について 

      （３） 区を中心とした地域課題解決のしくみと区行政改革について 

 

 



 

 ■「タウンミーティング」の実施状況 

 

 ○ 平成１５年度 

  社会経済状況等を踏まえ、新たな総合計画策定の必要性、新たな総合計画によって目指す

「川崎再生」の姿などについての説明及び今後の計画策定に向けた意見集約を実施 

 

 

 

 ○ 平成１６年度 

  ７月に公表した「総合計画基本構想素案」の内容説明及び計画の制定に向けた意見集約、

意見交換を実施 

 

 

 

 

 ■市民説明会の実施状況 

 

  新総合計画の策定作業中間報告として、市民説明会を次のとおり実施 

 

  

 

 

 

 

 

 

実 施 期 間 開 催 数 参 加 者 数 

平成１６年５月７日(金)～７月５日（月） ２３回 ６１８人 

 参加者数 アンケート提出件数

11月6日 （木） 麻生区 新百合丘トウェンティワン １２１人 ６８件

11月7日 （金） 東京都 アイビーホール青学会館 ７７人 ４３件

11月20日 （木） 幸区 産業振興会館 ２３６人 １３１件

11月22日 （土） 中原区 エポックなかはら １０７人 ７０件

５４１人 ３１２件

日　　　　時

合　　　計

会　　　　場

うち発言者数

9月25日 （土） 高津区  すくらむ21（男女共同参画センター） 328人 19件 11人

10月4日 （月） 麻生区  新百合丘トウェンティワン 310人 54件 14人

10月6日 （水） 宮前区  宮前市民館 326人 79件 11人

10月7日 （木） 中原区  エポックなかはら 323人 35件 12人

10月8日 （金） 幸区  産業振興会館 294人 39件 11人

10月12日 （火） 多摩区  多摩市民館 297人 57件 11人

10月14日 （木） 川崎区  労働会館 432人 42件 10人

2,310人 325件 80人

会　　　　　場

合　　　　　　　計

参加者数 意見提出数日　　時



 ■インターネットによる市民参加  
 

 市のホームページ上に「川崎市総合計画 Online」を開設し、以下について実施 

○ 総合計画の策定過程（策定検討委員会・市民会議・タウンミーティング）の情報公開 

 ○「電子市民会議室」の開設による意見交換 

○ アンケートによる意見集約 

 

 

 

電子会議室発言数（平成１６年１０月時点） 

市民サービスや市民活動に関すること ２０ 

身近な環境に関すること ２５ 

みんなの掲示板 ９９ 

川崎のここが好き ６ 

安全で快適に暮らすまちづくりについて ０ 

幸せな暮らしを共に支えるまちづくりについて ０ 

人を育て心を育むまちづくりについて １ 

環境を守り自然と調和したまちづくりについて ０ 

活力にあふれ躍動するまちづくりについて ０ 

個性と魅力が輝くまちづくりについて ０ 

参加と協働による市民自治のまちづくりについて ０ 

 

 

アンケート回答数（平成１６年１０月時点） 

タウンミーティングアンケート（１） ９６ 

タウンミーティングアンケート（２） ３６ 

タウンミーティングアンケート（３） ４１ 

かわさきと言えば「○○」 ３７５ 

 

「川崎市総合計画Online」へのアクセス件数

5,2985,341

4,882

4,080

1,652
1,3781,2831,3761,2431,3191,4921,452

1,2031,2491,332

2,017

4,322
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平成１５年度 平成１６年度

アクセス件数(累計)  ４０，９１９件 
（平成１５年１１月～平成１７年３月） 



主　な　経　過 市　民　参　加　の　取　組

○ 個別事業を推進する中で、策定、執行、評価過程において 市民参加を実施
　 しており、そうした取組を踏まえて、総合計画策定推進本部が中心となり
　 庁内調整を実施しました。

○ 「出前説明会」や「タウンミーティング」をはじめとした市民説明会を開催し、
　 市民への説明や意見交換等を行いました。

○ また、「パブリックコメント手続」として、ホームページや市政だよりを活用して、
　 検討経過等についての情報提供を行いながら、市民からの意見の集約を行いました。

○ 経過及びその過程における市民参加の取組については、次のとおりです。

第２期実行計画の策定過程

２
０
０
７
（

平
成
１
９
）
年
度

市民意
見常時
受付

「第2期実行計画策定資
料」公表　　   （２月）

「川崎再生フロンティアプ
ラン第2期実行計画」策定
　　　　　　　 （3月）

２
０
０
６
（

平
成
１
８
）
年
度

「第2期実行計画
　素案策定資料」公表
                       （８月）

「パブリック
コメント手
続」の実施
（10～11

月）

「出前説明
会」実施

（５１回開
催）

（９～１１
月）

市政だより（特別号）
発行  　　　　（９月）

タウンミーティング開催
（各区ごと７回開催）
　　　　　　　 　　（１０月）

「第2期実行計画素案」
公表　　　　　 （９月）

「第2期実行計画策定に向
けた基本方針」策定・公表
                       （４月）

総合計画策定推進本部開催
（庁内策定体制）（２月）

新総合計画の事業推進
（通年）

主要課題調整

個別施策・事業において
公募市民を含む審議会等の開催

市民意見募集　等の実施

参加・協働による事業実施



■「タウンミーティング」の実施状況 

  タウンミーティングでは、「第 2 期実行計画素案」とともに「新・行財政改革プラン素案」につ

いても説明、意見交換等を実施 
 

意    見    数 

日  時 会    場 参加者数
実行

計画

（件）

行革

プラン 

（件） 

市政

全般

（件） 

その他

 

（件）

計 

 

（件）

うち発

言者数

（人）

2007(平成 19)年          

１０月 ２日（火）

１８：３０～
多摩区 

多摩市民館

・ ホ ー ル
３１０人 ４４ ５  １  １ ５１ １２

１０月 ５日（金）

１３：３０～
高津区 

高津市民館

・大会議室
３２６人 ３７ ５ ５ ４ ５１ ９

１０月 ６日（土）

１３：３０～
中原区 

総 合 福 祉 セ
ンター（エポ
ッ ク な か は
ら）・ホール

２６２人 ４８ ４ ５ ３ ６０ ９

１０月２２日（月）

１８：３０～
幸 区 

産業振興会

館・ホール
３８５人 ２８ ６ １ ２ ３７ １１

１０月２４日（水）

１８：３０～
川崎区 

サ ン ピ ア ン
か わ さ き 
（労働会館）
・ ホ ー ル 

６２０人 ５５ ５ ２ ３ ６５ ９

１０月２９日（月）

１８：３０～
麻生区 

麻生市民館

・ ホ ー ル
４３３人 ７０ ８ ５ ４ ８７ ９

１０月３１日（水）

１８：３０～
宮前区 

宮前市民館

・ ホ ー ル
４２７人 ５０ ９ ７ ３ ６９ １１

合  計 
２,７６３

   人
３３２ ４２ ２６ ２０ ４２０ ７０

 

 

■「パブリックコメント手続」の実施状況 

  

 

 

 

 

 

 
 
 

 ※新行財政改革プランに対するご意見（14 人、19 件）を含みます。 

 

■「出前説明会」の実施状況 

 

意見提出方法 意見提出者数 意 見 数 

メ ー ル １６人 ２４件 

ファックス ２９人 ９２件 

郵 便 ９人 １５件 

持 参 ２２人 ４１件 

合   計 ７６人 １７２件 

実 施 期 間 開 催 数 参 加 者 数 

９月４日(火)～１１月１６日（金） ５１回 １,７８０人 



実行計画の評価過程 
 

（１）進行管理と評価 
 

新総合計画「川崎再生フロンティアプ

ラン」は、計画の実行性を確保した地域

経営プランとして策定したことから、計

画に位置付けられた施策・事務事業が予

定どおり実施されたかどうか、また、こ

れによる成果が達成・実現されたかどう

かについて、計画の進行管理を行うとと

もに、これを評価し、その結果をこれら

の取組に反映していくことが重要とな 

 

ります。 

本市では、施策や事務事業の評価と連

携した「計画（Plan）・実行（Do）・評

価（Check）・改善（Action）」のしく

みである「川崎再生 ACTION システム

（事務事業総点検・施策評価）」により、

効果的な施策執行と課題解決を図り、計

画の進行管理を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

（２）評価結果の公表等 

 

行政が実施した評価結果については、

学識経験者及び公募市民により構成さ

れる「政策評価委員会」において、客観的

かつ公正な評価手法等に基づき実施さ

れているかなどについて検証を行うと

ともに、自治基本条例においては、「評

価の結果は、市民にとって分かりやすい

ものとする」と市民の視点に立った評価

を行うことが規定されていることから、

こうした視点にも配慮し、審議を行い、

その審議結果とともに毎年公表を行っ

ています。 

 また、公表した内容については、市民

からご意見を伺い、その内容を施策や事

務事業の見直しに反映し、評価方法等の

改善に努めています。

  

 

Ｐlan（計画） 

Ａction（改善） 

・事業目標
・予算 
・組織目標 

Ｄo（実行）

・目標の達成に向けた事務事業の執行 
（予算の執行、サービスの提供） 

・効率的、効果的な事務事業の執行 

Ｃheck（評価）

・成果目標の把握 
・事業目標、進捗状況等の把握 
・課題の把握、方向性の明示 

・事業の構成、優先順位付け等の検討
・事業計画の見直し 
・執行プロセスの改善、改良 

施策評価
事務事業総点検 ・予算編成 

・職員配置 

市民・議会 

公表 
反映 

意見 

評価委員会 

ＰＤＣＡ（計画－実行－評価－改善）のしくみ（川崎再生 ACTION システム） 

報告 



川崎市政策評価委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 川崎市の実施する施策等の評価の客観性及び公正性を確保し、あわせて評価

制度の改善、改良に資することを目的として、川崎市政策評価委員会（以下「委員

会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について所掌する。 

(1) 施策等に係る評価が客観的かつ公正な評価手法等に基づいて実施されている

かなどについて審議し、意見を述べること。 

(2) 評価の実施状況、評価結果等について報告を受け、評価結果の施策への反映及

び成果の把握状況等について意見を述べること。 

（組織） 

第３条 委員会は、評価手法等について見識を有する学識経験者５名、公募市民３名

以内によって組織する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会には委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選によって定める。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたとき

は、その職務を代理する。 

（召集） 

第６条 委員会は、必要に応じて市長が召集する。 

（会議） 

第７条 委員会の会議は、委員長がその議長となる。 

２ 委員会は、委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決

するところとする。 

（関係者の出席） 

第８条 委員会において、必要があると認めるときは、専門家又は関係者の出席を求

め、その説明又は意見を聴くことができる。 

 

（庶務） 

第９条 委員会の庶務は、総合企画局において処理する。 

（委任） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長

が委員会に諮って定める。 

 

  附 則 

 この要綱は、平成１７年 ５月２３日から施行する。 

 

 

 

 



川崎市政策評価委員会 委員名簿 

 

 

（敬称略） 

 氏   名 所   属   等 

委 員 長 高千穂 安 長 玉川大学経営学部教授 

副委員長 垣 内 恵美子 政策研究大学院大学教授 

内 海 麻 利 駒澤大学法学部准教授 

川 崎 一 泰 東海大学政治経済学部准教授 

水 上 耕一郎
株式会社野村総合研究所 

事業戦略コンサルティング二部長 

米 山 道 枝 高津区在住（市民委員） 

淀 川  都 宮前区在住（市民委員） 

委  員 

亀 山  昭 多摩区在住（市民委員） 

 

 

 



 

 
 
 
 
 
 
 

１ 意見募集の概要 

（１）募集期間 

平成２０年９月２日（火）から１０月３１日（金）まで 

（２）意見提出方法 

   電子メール、郵送、FAX、持参 

（３）周知方法 

   市政だより、チラシ、市ホームページ 

（４）資料閲覧場所等 

市ホームページ、情報プラザ、区役所、市民館、図書館、公文書館 

 

２ 意見募集の結果 

 
 
 

 
 

 

［結果一覧］ 

意 見 数 

提出者数

１公表方法

等に関す

るもの 

２評価手法

等に関す

るもの 

３政策評価

委員会に

関するも

の 

４施策・事

務事業に

関するも

の 

５その他 

合 計 

16 人 3 件 5 件 3 件 8 件 2 件 21 件 

   （注）意見の提出は、すべて電子メールによるものであった。 

 

『新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」第１期実行

計画実施結果』に対する市民意見募集の結果について 

新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」第１期実行計画の取組を自己評

価した結果や市の評価に対する「政策評価委員会」の審議結果などについて、

9 月に公表し、広く市民の皆様から意見の募集を行いました。 
その結果を取りまとめましたので、報告します。

 １６名の方から２１件の意見が寄せられました。 
主な意見としては、市の評価の取組に対して、全ての施策で一定の成果が上が

っていることに納得したという意見がある一方で、市の評価が甘すぎるのではな

いかという意見がありました。また、個々の施策や事務事業に関するものとして、

福祉や環境・経済などの分野に対する意見がありました。



１ 公表方法等に関するもの（３件） 

 

意見等の要旨 意見等に対する市の考え方 

①施策評価の結果の中で、第

２期実行計画へ反映状況

が簡潔にまとめられてい

て、分かりやすかった。 

 

②キーワードを入れると、検

索できるようなシステム

にしてもらえるいいと思

います。 

 

③施策や事業について、順調

に進んでいるものや目標

を上回っているものも紹

介して欲しい。 

 

①今後の評価結果の公表についても、市民に分かりやすい説

明となるよう工夫していきます。 

 

 

 

②キーワード検索機能については、分かりやすさという観点

からホームページを改良する際の課題とします。 

 

 

 

③課題の解決に向かって順調に進んでいると評価した施策

としては、例えば、救命救急センターが市内１か所から３

か所となり、重篤な患者の受入体制の充実などが図られた

「救急医療体制づくりの推進」や第２・４土曜日に区役所

窓口の開庁を試行実施するなど利便性の向上に取り組ん

だ「利便性の高い快適な窓口サービスの提供」などがあり

ます。 

また、目標を上回った事業としては、ハーフマラソン大会

や駅伝大会などに多数の市民の参加を得ることができた

「多摩川を活用したスポーツ大会開催事業」や当初の目標

よりも１年早くシステムの全面稼働ができた「戸籍電算化

事業」などがあります。 



２ 評価手法等に関するもの（５件） 

 

意見等の要旨 意見等に対する市の考え方 

①全事業の９４％が目標を

達成できたという結果に

疑問を感じる。 

 

 

 

 

②全ての施策で一定の成果

があがっているというこ

とに納得した。 

 

 

③評価の区分が分かりにく

い。 

 

 

④定量的な数値目標による

評価が可能なものについ

ては、最終到達目標や達成

年度を具体的に定めるべ

きである。 

 

⑤ ④と同様意見１件 

①市の総合計画は、予算（計画事業費）との整合を図った実

行性の高い計画として策定しており、行財政改革の取組と

の連携や施策を推進する執行体制面の調整を図っている

ほか、社会環境の変化等に応じて、随時、計画の見直しも

行っています。こうしたことから、９割を超える事業で目

標を達成することができたと考えています。 

 

②第２期実行計画においては、第１実行計画における取組の

成果を継承・発展させるとともに、課題の残された施策に

ついて計画に的確に位置付けて、課題解決に向けた取組を

推進しています。 

 

③本市では、課題の解決状況に着目して、A、B、C の３つの

評価区分で評価を実施していますが、より分りやすい評価

区分について検討したいと考えます。 

 

④指標については、その妥当性を再度確認するとともに、で

きるだけ到達目標や達成年度などを具体的に設定してい

きたいと考えます。 



３ 政策評価委員会に関するもの（３件） 

 

意見等の要旨 意見等に対する市の考え方 

①成果指標の重要性につい

ての委員会の提言に異論

があります。数値目標の達

成を優先するあまり、数値

には表せないものが失わ

れないようにして欲しい。

 

②評価委員会の意見は、少し

厳しいように思う。市には

事業の内容を積極的かつ

詳細に開示していこうと

いう姿勢があり、このこと

をもっと評価してよいと

思う。 

 

③市民委員はどういう基準

で公募しているのか。市の

施策の検証が十分にでき

るのか疑問だ。 

①行政の取組は、定量化して説明できるものについては、指

標等を用いて分かりやすく説明すべきであり、また、定性

的にしか説明できないものについても、できる限り、客観

的な事実を交えながら説明を行うべきであると考えます。

 

 

 

②政策評価委員会からは、評価制度の目的・意義について、

庁内・職員間への周知徹底を図っていく必要があるとの提

言がありました。こうした提言をしっかりと受け止め、今

後の評価の取組の改善・改良を図っていきます。 

 

 

 

 

③市民委員は、市政に対する熱意、見識に加えて、町内会・

市民団体などの地域活動状況や市政に係わったこれまで

の経歴などを踏まえて、選考を行っています。 

また、市民委員から提案される市民の目線に立った意見を

取り入れながら、市の評価制度の改善・改良に取り組んで

いくことが重要であると考えています。 



４ 施策・事務事業に関するもの（８件） 

 

意見等の要旨 意見等に対する市の考え方 

①視覚障害や聴覚障害に関

する理解を啓発する事業

について積極的に取り組

んでいただきたいと思い

ます。 

 

 

 

②川崎市では、環境の取組や

国際的な施策に積極的に

取り組んでおり、評価でき

るが、その成果が市民生活

にどう活かされているの

か分かりにくい。 

 

③情報化の項目に対する評

価が全てＡというのは甘

すぎると思います。根拠と

してパブリックコメント

は視覚障害者が音声対応

のパソコンで投稿ができ

ません。 

 

④登戸の区画整理は、費用対

効果の観点から規模を縮

小すべきである。 

 

 

 

⑤現在あるエレベーター付

歩道橋の活用について積

極的に広報すべきと考え

ます。 

①視覚障害や聴覚障害の理解を啓発する事業については、市

政だよりや制度の案内（リーフレット）等において障害の

理解を醸成する内容（障害者マークの普及等）を掲載する

とともに、障害者週間に普及啓発イベントなどを実施し、

市民への普及啓発を図っています。 

今後とも、視覚障害や聴覚障害、精神障害への理解を促進

するための事業の充実に取り組んでいきます。 

 

②環境、経済、国際分野の取組など、市民生活との関連性が

分かりにくい施策については、市民生活にどうつながるの

か、市内経済にとってどのようにプラスとなるのかなど、

より分かりやすい説明となるよう工夫していきます。 

 

 

 

③パブリックコメントの意見提出を行う際のしくみについ

ては、今秋に更新を行い、視覚障害者が利用する主なソフ

トに対応しました。 

 

 

 

 

 

④登戸土地区画整理事業については、事業の実施により、公

共施設（道路・公園・下水道等）や住宅などが整備され、

地域の活性化、生活環境の向上、都市防災の向上など、多

様な効果が期待できることから、早期の事業効果の発現に

努めたいと考えています。 

 

⑤市内のエレベーター付歩道橋については、市のホ－ムペ－

ジの「ガイドマップかわさき」に掲載するなど広報を行っ

ていきます。 

 



 

意見等の要旨 意見等に対する市の考え方 

⑥「シニア世代が地域社会で

能力を発揮するための支

援」について、３か年の計

画期間中の評価結果が

「Ａ」ですが、実施ありき

の成果の連記であり、評価

が甘いと思います。 

 

⑦バリアフリーに関する情

報について、川崎駅や武蔵

溝ノ口駅は乗り換えに複

数のエレペーターが必要

なことなどからバリアフ

リーマップが必要と思い

ます。 

 

⑧ ⑦と同様意見１件 

⑥例えば、シニア世代を対象としたシニア講座では、受講し

たシニアの方が地域社会でのボランティア活動へ参加し

たり、シニア世代の仲間づくりを行うことができたといっ

た成果をあげています。 

今後も、一人でも多くのシニア世代が、それぞれの力を発

揮できるようなしくみづくりに積極的に取り組んでいき

ます。 

 

⑦川崎駅などの拠点の中核となる鉄道駅周辺では、再開発や

リニューアル等が予定されており、「バリアフリーマップ」

の作成について、これらのまちづくりの進展にあわせて、検

討したいと考えます。 

 



５ その他（２件） 

 

意見等の要旨 意見等に対する市の考え方 

①優先順位を付けて重点的

な施策展開を行って欲し

い。 

 

 

②評価・検証して、その結果

を公表し、さらに市民意見

を募集し、事業の見直し等

に反映させるという仕組

みはすばらしいと思いま

す。 

①市では、重点的、戦略的に取り組むべき施策を９つの重点

戦略プランに取りまとめて計画を推進しています。 

 今後についても、社会環境の変化等を的確に捉え、メリハ

リのある施策展開を図っていきます。 

 

②市民意見を取り入れながら、施策・事務事業の改善・見直

しにつなげていくことで、市政運営の基本目標である「誰

もがいきいきと心豊かに暮らせる持続可能な市民都市か

わさき」の実現をめざします。 

 


